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個々の有機分子は原子一つに至るまで正確に構造を制御されたナノ
メートルスケールの微小構造体であり、固有の特性をデザインできる優
れたナノ材料と考えられる。分子エレクトロニクスと呼ばれる研究分野
では、単一分子の機能性をエレクトロニクス素子として活用することを
目指している。「分子接合」に現れる単一電荷輸送特性を利用した単電
子トランジスタ（SET）は、単一分子素子の中でも最もシンプルなものの
一つであろう。我々はこれまで、π共役系分子でナノギャップ電極間を架
橋した「単分子SET」や、金属ナノ粒子を介して分子接合を複数連結した
「ナノ粒子SET」の特性について研究してきた。これらのデバイスでは、
分子をクーロン島もしくはトンネル層として利用している。さらに、我々は、
新たな分子素子として、「分子フローティングゲートSET」を提案した。本
セミナーでは、分子エレクトロニクスの現状や、分子接合・ナノ粒子接合
の電気伝導機構、単一分子の機能性を活用したSETの特性、利点、将
来展望等を紹介する。	
  


